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使用する前に必ず説明書をお読み下さい。読んだ後は大切に保管して下さい。

各 部 の 名 称

※説明書内の写真と実際の商品とでは多少形状が異なる場合があります。
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使 用 部 品

プラスドライバー ×1

ネジS ×2

前輪キャップ ×1

⑴

シャフト ×1

ハンドル ×1

ネジL ×1

日除け ×1

押し棒 ×1

専用バッグ ×1

座席 ×1

ペダル ×2

ワッシャー
六角ナット

フロントガード ×1

〈三輪車に使用する部品〉

本体 ×1



3 4

3.ネジSで両側のフックを固定して下さい。ネジSはプラス
　ドライバーで締めて下さい。

4.カバーを回転させて押し棒を固定して下さい。

⑵

ベビーカー組立方法
1 2

1.押し棒両側のピンを押しながら本体に差し込んで下さい。
※押し棒の向きに注意して下さい。

2.本体の穴からピンを出して下さい。（3段階調節）
　フックを下に降ろして下さい。
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7.股ベルトを肩ベルトに差し込んで下さい。
※ベビーカーを使用する時は必ずベルトを締めて下さい。

8.股ベルトを肩ベルトから外す時は、解除ボタンを押して
　下さい。

⑶
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5.ピンを押しながらフロントガードをシートに差し込んで
　下さい。シートの穴からピンが出ていることを確認して
　下さい。

6.日除けを押し棒のフックに差し込んで下さい。

股ベルト 股ベルト

肩ベルト 肩ベルト

解除ボタン

シート
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2.前輪に付いているカバーのネジをプラスドライバーで取り外し、カバーとキャップを取り外して下さい。ペダルを前輪に
　差し込み、ペダルと前輪の凸凹を本体の溝に合わせて下さい。再びカバーとネジを取り付けて下さい。
※外したキャップは大切に保管して下さい。

⑷

1

2

1.シートに付いているボルトL2個を回して取り外し、シートを本体から取り外して下さい。
※取り外した部品（ボルトL×2、ワッシャー×2、六角ナット×2、チューブ×1）はお子様の手の届かない場所に大切に保管して
　下さい。

三輪車組立方法

カバー
ネジ

プラスドライバー

キャップ
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本体六角ナット

ボルトL ワッシャー
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ペダル
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4

4.シャフトをワッシャーに通してから、座席と本体に通し六角ナットにプラスドライバーで固定して下さい。
※お子様の年齢に合わせて座席の取り付け位置を図のように調整して下さい。

⑸

3

3.本体についている前輪カバーを外して下さい。ハンドルを本体に差し込み、プラスドライバーでネジLを確実に奥まで
　締めて下さい。本体の溝に合わせて、前輪キャップをかぶせて下さい。

本体

前輪キャップ

プラスドライバー

プラスドライバー

ワッシャー
シャフト

六角ナット

座席

本体
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10ヵ月～28ヵ月のお子様
（押し棒ありで使用する場合）
28ヵ月～40ヵ月のお子様
（押し棒なしで使用する場合）



⑹

1.前輪ストッパーを引き出すと、ペダルを漕いでも前輪は
　回りません。前輪ストッパーの三角マークを合わせて、
　押し込むとペダルを漕いで進むことができます。

5 6

1 2

5.押し棒を取り外す場合は、ボルトS、M、ワッシャーを取り
　外し、本体から押し棒を取り外して下さい。
※外した部品（ボルトS×1、ボルトM×2、ワッシャー×3）は、
　大切に保管して下さい。

6.腰ベルトに股ベルトを通して、差し込んで下さい。
　腰ベルトを外す時は、解除ボタンを押して下さい。
※三輪車を使用する時は必ずベルトを締めて下さい。
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ワッシャー

ワッシャー

本体

ボルトM

ボルトS

フレーム

三 輪 車 の 使 用 方 法
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2.前輪を回転させる時は、①両側のボタンを押しながら
　②ロックを上げて下さい。前輪を回転させない時は、
　③ロックを降ろして下さい。（直線走行する時に便利です。）

①

①

②

 ③  



⑺

◇両側のカバーを回して緩めて下さい。
　左右のピンを押しながら、穴の位置を変えて高さ調節を
　して下さい。

◇後輪ストッパーを踏むと後輪がロックします。
　後輪ストッパーを上げると後輪のロックが解除します。
※後輪ストッパーは、自動車のような安全な構造にはなって
　いませんので過信しないで下さい。

各 部 の 使 用 方 法

後輪ストッパー

〈ハンドルの高さ調節〉 〈後輪ストッパー〉

後輪

カバー

ピン

押し棒

！ 注意

◇後輪ブレーキを上に持ち上げるとブレーキがかかります。
※後輪ブレーキは、自動車のような安全な構造にはなっていませんので過信しないで下さい。

無理に後輪ブレーキを下げると
破損の原因となります。

後輪ブレーキ

〈後輪ブレーキの使用方法〉



⑻

◇専用バッグのバンドをフックに引っ掛け、ゴムバンドを
　ボルトに掛けて下さい。
※専用バッグの重量は2kgまでです。

◇写真のように日除けをねじって折り畳んで下さい。（①～③）

日除け

専用バッグ

〈日除けの折り畳み方法〉〈専用バッグの取付方法〉

◇肩ベルトの高さを変える時は、裏側のアジャスターを図の
　ように縦にして肩ベルトを取り外して位置を変えて下さい。
　アジャスターは背もたれ裏まで確実に通して下さい。

◇ベビーカーのマットを取り外す時は、裏側のテープバンドを
　3ヵ所外してから取り外して下さい。

アジャスター

肩ベルト

マット

テープバンド

〈ベビーカーの肩ベルト高さ調節方法〉 〈ベビーカーのマット取外方法〉

① ②

③

ボルト

ボルト

バンド

ゴムバンド

ゴムバンド

フック



◇布部分に付いたホコリはブラシ等で取り除いて下さい。
◇可動部分が汚れている時は乾いた布等で拭き取って下さい。また必要に応じて油（シリコンオイル等）を注して下さい。
◇金属部分はサビ等を防ぐ為に水濡れを避けて下さい。
◇各部が汚れている時は湿らせた布等で拭き取った後、乾いた布等で水分を拭き取って下さい。
◇研磨剤、溶剤（ベンジン、シンナー等）は決して使用しないで下さい。
◇前輪、後輪に砂等が付いている時は取り除いて下さい。
◇スモッグ、水、雨、雪等にさらさないよう注意して下さい。
◇長時間直射日光に当てたり、湿気の多い場所に放置したりしないで下さい。
◇乾燥している場所に置いて下さい。
◇定期的に各部が緩んでいないか、部品が壊れていないか点検して下さい。

お手入れ方法!

ベビーカーマットのクリーニング方法
●下記の洗濯表示に従い洗濯して下さい。
●快適に使用していただくため、こまめに洗濯することをおすすめします。
●乾かす際にドライヤーを使用しないで下さい。

30℃以下の
ぬるま湯で手洗い

漂白剤は使わ
ないで下さい。

アイロン掛けは
しないで下さい。

ドライクリーニング
はしないで下さい。

日陰で平干し
して下さい。

※お気付きの点がございましたら下記までお問合せ下さい。

TEL. 0568-67-5701　FAX. 0568-67-8322 
受付時間 AM10:00～PM5:00（土日、祝祭日を除く） 生産物賠償責任(PL)保険付

〒484-0894　愛知県犬山市羽黒北金屋39-2
株式会社カトージ発売元

◇製品の修理についてはお客様が直接修理に携わることはしないで下記にお問合せ下さい。
◇製品の廃棄については各地方自治体の処分方法に従って下さい。

修理・廃棄
について


